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にスロットが割当てられる.可変式においては，一つ
のノードが(i )連続した空きスロットを使用できる 3
( n )連続しては使用できない， (通)スロットを捕捉し
たのち，そのスロットの使用が終るまで次のスロット
を使用できない，という三方法が考えられるの





















































Fig. 1 Network structure. 
フレー ム
2，025 bits/62.5μs 
の二種類がある.解析的手法はパラメータ lSYN I Bus Control 







Fig. 2 Frame and slot structure. 
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図 21ζフレームの構成を示す.フレームは全体で
2，025どットで， 91胞のスロット (225どット)に分
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Fig， 4 Mean ql1euing/response time (double ring) 
平均メッセージ到着間隔を1.2ミリ秒と大きく見積っ

















































( i) Pij は j(キi)Iζ無関係に等しく l/(N-1) 
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図 5 使用可能スロ y ト数の影響















このマノレチチャネノレアクセス方式では， CH 4，，-，CI-] 
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Fig. 6 Distribution of message input intervals. 
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Fig. 9 Distribution of output message 1巴ngths
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